
令和７年度 全国学力・学習状況調査 小学校６年生【算数】

（ 正答率 本市：71.6 県：75.8 全国：78.7 ）

（ 正答率 本市：35.6 県：26.2 全国：31.0 ）

資料５－１

〇イメージ同定（REP）

グラフ 1 の棒グラフを見て、棒グラフの長さ

や目盛りを読み取り、2002 年と 2022 年

の出荷量の関係を読み取る問題。グラフ 1

の棒グラフを見て、2002 年と 2022 年の数

〇具体例同定：理数（INSTm）

「割合（％）」と「出荷量（実数）」という理数

的な定義を正しく理解し、目的に応じて割合

を示す「グラフ 2」ではなく、実数を示す「グラ

フ 3」のグラフを選択し、さらに出荷量の増減

を判断し、その理由を言葉や数を用いて記

述できるかどうかをみる問題。グラフ 1 の棒

記述式の問題で向上が見られる。、



令和７年度 全国学力・学習状況調査 中学校３年生【数学】

（ ６（２）正答率 本市：22.9 県：22.1 全国：25.7 ）

（ ６（２）正答率 本市：22.9 県：22.1 全国：25.7 ）

（ ８（２）正答率 本市：27.8 県：33.1 全国：38.0 ）

資料５－２

〇具体例同定：理数（INSTm）

「連続する２つの3の倍数」という理数的な定義を理解し、それ

を文字式や、具体的な数値に正しく当てはめて考える問題。2年

〇推論（INF）

「A 駅から 60.0 km の地点に新しい駅ができる」という新し

い知識に対し、既存のグラフ（点 Aから点 E までが一直線上に

あると仮定する）を用いて運賃を予測する問題。2年の数値を

〇イメージ同定（REP）

表にあるデータ（走行距

離と運賃）と、グラフ上の

座標点を正確に結びつけ

て考える問題。倍率を導

求める方法を説明する問題：答えを求める必要のない問題もある。フ


